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ニコニコ動画のログデータに基づく
ソーシャルノベルティのある動画の発見手法の提案

平澤 真大1 小川 祐樹2 諏訪 博彦3,a) 太田 敏澄3

受付日 2012年3月31日,採録日 2012年10月10日

概要：ニコニコ動画等の動画共有サイトでは，多くの人が興味を持つ価値ある動画が日々蓄積されていく
動画の中に埋もれていると考えられる．このような埋もれている動画の発見は，ユーザに新たな話題を提
供し，ユーザ間のコミュニケーションを促進させると考える．そこで，先行研究におけるノベルティ（知
らなかったが，推薦されて興味を持つ）の定義に基づき，本研究では，「社会（集団）的に未知であるが，
推薦されて興味を持つ」動画をソーシャルノベルティ（Social-Novelty）のある動画と定義し，発見するこ
とを目的とする．我々は，分析により「もっと評価されるべき」タグがソーシャルノベルティのある動画
の判定に活用できることを確認している．また，先行研究の整理により，動画を特徴付ける特性として，
コメント特性，動画内容特性，視聴行動特性の 3特性が存在していることを確認している．「もっと評価さ
れるべき」タグが付けられた動画を集団にとってノベルティの高い動画であると考え，この 3特性を特徴
量として，ソーシャルノベルティのある動画を Support Vector Regression（SVR）を用いて発見する手法
を新たに提案する．評価実験を行った結果，多くの人が未知かつ興味を持つ動画を発見できること，高い
興味を持つ動画を発見できることを確認した．
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Abstract: In NicoNico Douga, many video contents that many people are very intersting is buried in in-
creasing video contents. Discovery of such videos recommends users with new topic, and communication
between users is more promoted. Then, based on the definition of the novelty (Not known, but interested) in
precedence research, we define Social-Novelty as “In social not known, but intersted” and try to recommend
users it. By analysis, we checked that the tag which “would be higher rated” can utilize for the judgment
of Social-Novelty videos. Moreover, as the video characteristic, it checked that the 3 characteristics of the
Comment-Characteristic, the Content-Characteristic, and Audience’s behavior-Characteristic exist by ar-
rangement of precedence research. We proposed that “would be higher rated” tag and the 3 characteristics
in Support Vector Regression (SVR) can discover Social-Novelty videos. To evaluate our proposed algo-
rithm, the results showed the videos were not known but were interesting by many people and higher levels
of interseted videos.
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1. はじめに

ニコニコ動画やYoutube等の動画共有サイトでは，投稿

されてから長い時間が経過した後にランキングにランクイ

ンする動画が存在する．このような動画はブログや掲示板
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で紹介されることで，ランキングにランクインしたと考え

られる．日々蓄積されていく動画の中には，このように紹

介されれば多くの人が興味を持つ動画が多数埋もれている

と考えられる．本研究では，このような埋もれている動画

を発見することを目的とする．

近年，インターネットの普及によって大容量の動画を誰

でも簡単に視聴・投稿できるようになった．また，ニコニ

コ動画やYoutube等の動画共有サイトを国民の 7割以上が

利用しているという調査結果 [1]も発表されており，ニコ

ニコ動画等の動画共有サイトは一般の人々に身近な存在と

なってきている．しかし，このような動画共有サイトでは，

大量の情報を誰もが簡単に取得できるという状況が生じた

ために，かえって欲しい情報が発見できない，あるいは欲

しい情報があるにもかかわらず，それを利用できない状態

が生じている．このような状況を情報過多（information

overload）の状況ととらえ，推薦システムが考案されてい

る [2]．ニコニコ動画においては投稿動画数が 600万件を

超え，毎日 5,000～10,000件の動画が投稿されている現状

がある．そのため，興味を持つ動画が日々蓄積されていく

動画の中に埋もれてしまうという問題が生じていると考

える．

ニコニコ動画では，再生数（視聴したユーザの数）やマ

イリスト数（お気に入りに登録したユーザの数）によって

動画の重み付けを行っており，この重み付けを利用したラ

ンキング機能によって，動画が推薦されている．しかし，

ランキングに掲載されるためには，多数のユーザに視聴さ

れる必要があるため，少数のユーザに視聴されている動画

はランキングでは提示されない．動画を視聴するユーザ数

と動画の面白さは必ずしも比例関係にあるわけではなく，

少数のユーザに視聴されている動画であっても，多数の

ユーザが興味を持つ面白い動画は多く存在していると考え

られる．また，ランキングの構造上の問題点として，元々

多くのユーザに視聴されていた動画がさらに注目を浴び，

掲載された動画に対する支持がいっそう強固なものになっ

てしまうという問題点をかかえている．そのため，1度人

気になった動画は繰り返しランキングに掲載されやすいと

考えられる．同じような動画が繰り返しランキングに掲載

されてしまうと，ユーザは飽きを感じ，システムの持続性

を考慮すると，ランキングには負の面があると考えられる．

ニコニコ動画でも，有名な動画投稿者のシリーズものの動

画や，ランキングに頻繁に掲載される人気のカテゴリの動

画や，今巷で流行っている動画が繰り返しランキングで提

示される傾向があり，新規性や意外性が失われていると考

える．

我々は，多くの人は知らないが，視聴した際に多くの人

が興味を持つ動画の発見手法を新たに提案することを目

的とする．このような埋もれてしまっている動画の発見

手法を提案することで，ランキングに飽きを感じている

図 1 ソーシャルノベルティのある動画

Fig. 1 Social-Novelty videos.

ユーザや，動画を投稿したにもかかわらず再生数が伸び

ない動画投稿者の満足度の向上につながると考える．そ

こで，ノベルティ [3], [4]（知らなかったが，推薦されて

興味を持つ）の定義に基づき，「社会（集団）的に未知で

あるが，推薦されて興味を持つ」動画をソーシャルノベル

ティ（Social-Novelty）のある動画であると定義し，この

ような動画を発見する．ソーシャルノベルティのある動画

は，個々のユーザにとってノベルティのある動画の積集合

であると考えられる（図 1）．ソーシャルノベルティのある

動画は，個々のユーザに則した推薦ではなく，社会に適用

できる動画である．そのため，そのような動画の発見をす

ることで，ユーザ全体の満足度を向上させ，ひいてはユー

ザ同士のコミュニケーションの活性化やシステムの活性化

につながると考えている．

本研究の構成を以下に示す．2章では，従来の推薦シス

テムに関する研究について述べる．3章では，ソーシャル

ノベルティのある動画を発見するための方法を提案する．

4章では，評価実験について述べる．5章で実験結果を述

べ，6章で結果に対する考察を行う．7章で結論と今後の

課題を述べる．

2. 関連研究

本章では提案手法と推薦システムに関する研究を比較す

ることで，提案手法の有用性と新規性を示す．

推薦システムのとらえ方の 1つとして，推薦システムを

個人に合わせた個人化の推薦システムと，すべての人に同

じアイテムを推薦する非個人化の推薦システムに分けるこ

とができる [5]．

よく知られる個人化の推薦システムの 1つとして，コンテ

ンツベースフィルタリングによる推薦がある [5], [6], [7], [8]．

コンテンツベースフィルタリングではアイテムの属性情報

から抽出した特徴情報と，ユーザの嗜好を表現した特徴情

報を比較し，それらが類似するアイテムを推薦対象アイテ

ムとしてユーザに推薦する．この推薦手法では主に正確さ

を評価指標として用いているが，正確さのみを評価指標と

するだけでは不十分であることが指摘されている [3], [5]．

コンテンツベースフィルタリングによる推薦では，アイテ

ムの特徴のみに基づいて推薦対象を決めるため，推薦アイ
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テムが似かよったものになりやすいという問題点がある．

個人に合わせた推薦が行われても，ユーザにとってありき

たりなアイテムや，すでに知っているアイテムが推薦され

てしまっては，それは有用な推薦とはいえない．そこで近

年では，正確さ以外の評価指標を用いた推薦システムとし

て，ノベルティやセレンディピティ [5]を高める推薦手法

が提案されている．

セレンディピティは，ノベルティに思いがけなさ，予見

のできなさ，または意外さの要素が加わった概念として示

されているが，ユーザの感情的な面に影響される部分が大

きいため，定量的に示すことが難しい評価指標とされてい

る [9]．清水らは，ユーザの「知らないアイテム」を推薦す

ることを推薦の発見性ととらえ，ユーザのアイテムへの既

知・不既知の情報を用いて発見性を向上させる推薦手法を

提案した．この結果，既存の推薦システムよりも，ユーザ

の未知かつ好みのアイテムを多く推薦できることをオフラ

インのNovelty精度 [3]の評価実験により示した [10]．小川

らは，ユーザのアイテムの評価履歴からアイテムの評価関

係をネットワーク化し，このネットワークをクラスタリン

グすることにより嗜好傾向を反映させたカテゴリを作成し

ている．このカテゴリによって嗜好傾向の異なるアイテム

を複数推薦することで推薦リストの嗜好傾向を多様化し，

ノベルティを向上させる手法を提案している [4]．秋山ら

は，ユーザの嗜好に関するモデルを構築し，そのモデルに

基づいてセレンディピティのある推薦を実現している [11]．

嗜好の有無を確認する大規模なアンケートをユーザに実施

することにより，モデルの構築を行っている．

本研究では，ユーザ全体にノベルティのあるアイテムを

推薦することで，ユーザ全体が高く満足する動画の発見を

目指す．このような動画をユーザに推薦することで，ユー

ザ全体の満足度向上によるコミュニケーションの活性化を

図り，ひいてはシステムの活性化に期待できると考える．

既存の研究では，個々のユーザにノベルティのあるアイテ

ムを推薦することで個々のユーザの満足度の向上を狙って

いるため，本研究とは異なる．また，ユーザの事前情報を

得ることなく，新規性・意外性のある動画を推薦できる点

は本研究の強みでもあり，既存の研究と異なる点である．

一方，非個人化の推薦システムの代表的なものとして，

ランキングによる推薦がある．しかしランキングでも同じ

ようにありきたりなアイテムが推薦されがちであるという

問題がある．ニコニコ動画では，今流行っている動画，多

くのユーザが知っているカテゴリの動画，人気のある投稿

者が投稿した動画が掲載されることが多く，ユーザがすで

に知っている動画である可能性が高い．ユーザが興味を持

つ動画であっても，すでに知っている動画が推薦されては，

それは有用な推薦とはいえない．また，ランキングに掲載

される動画の上限数の関係で，たまたまランキングに入る

ことができず，動画が埋もれてしまうという問題も考えら

図 2 提案手法と既存の推薦システムの位置づけ

Fig. 2 The proposed recommender system and the existing

recommender system.

れる．

ソーシャルノベルティのあるアイテムは，アイテムを介

して作られるコミュニティ（ニコニコ動画では，動画の視

聴者が 1 つのコミュニティを作っている）の活性化を促

進させる効果があると考える．なぜなら，多くの人が興味

を持つアイテムが推薦されるため，コミュニケーションが

活発に行われると考えるからである．個人化の推薦システ

ムでは，あくまで個人の嗜好とアイテムの適合度を測るた

め，コミュニティの活性化を促進させる効果は薄い．提案

手法ではこれから盛り上がっていくアイテムを推薦するた

め，すでに盛り上がっているアイテムを推薦するランキン

グに比べ，よりコミュニティの活性化が期待できると考え

る．提案手法は，関連研究では言及されていないコミュニ

ティの活性化の促進が望めるという点で，有用性がある．

また，我々は新たにソーシャルノベルティという概念を定

義した．したがって，このようなアイテムを推薦する手法

には新規性がある．

以上で述べた提案手法と既存の推薦システムの位置づけ

を個人化の軸とノベルティの軸によってまとめると，図 2

のように分類できると考える．

3. 提案手法

ニコニコ動画には感想等を自由に書き込むことができる

コメント機能と，動画の特徴を表す言葉を自由に登録・編

集することができるタグ機能がある．また，動画が投稿さ

れてから現在までの累計再生数，コメント数，マイリスト

数も記録されている．これらの要素に注目して動画を特徴

付けている先行研究がある [12], [13], [14], [15], [16]．本研

究でも，これらの要素を組み合わせて用いることで，動画

を特徴付けられると考える．具体的には以下の 3つの特性

を機械学習手法の 1つである Support Vector Regression

（SVR）*1の特徴量として用いる（図 3）．

1. コメント特性：コメントに注目

2. 動画内容特性：タグに注目
*1 SVR は，Support Vector Machine（SVM）を回帰問題に拡張
した手法であり，SVM と同様に過学習やデータスパースネスに
強いといわれている手法である [17]．
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図 3 提案手法の全体図

Fig. 3 The outline of proposed recommender system.

3. 視聴行動特性：再生数，コメント数，マイリスト数に

注目

これらの 3つの特性を組み合わせて用いることで，ソー

シャルノベルティのある動画を発見する．SVRによる判定

は以下の式で表され，訓練事例を {xi, yi}, i = 1, . . . , l, yi ∈
{−1, 1}xi ∈ Rd と表し，目的変数であるソーシャルノベル

ティの程度 Lp を算出する．ここで，xi は動画の特徴であ

り，yi はその動画がソーシャルノベルティのある動画かど

うかを表す．

Lp ≡
∑

i

αi − 1
2

∑

i,j

αiαjyiyjx
T
i xj

本章では，ソーシャルノベルティのある動画の判定に必

要な yiについては 3.1節で説明を行い，yiの説明変数であ

る xi については 3.2節で説明を行う．なお，Lp が高い動

画であるほど，ソーシャルノベルティの高い動画であると

判断し，順位付けを行う．

3.1 ソーシャルノベルティのある動画の判定における正

解データ

SVRでソーシャルノベルティの程度を判定するための

正解データとして，「もっと評価されるべき」タグに注目

する．なぜなら，「もっと評価されるべき」タグは「動画

が良質で面白いにもかかわらず再生数等の評価が低い，あ

るいは存在自体認知されていないと感じられた場合に，視

聴者側から自然発生的に貼り付けられるタグ」[18]であり，

ソーシャルノベルティの高い動画に付与されると考えられ

るからである．

我々は「もっと評価されるべき」タグを，ソーシャルノ

ベルティを判定する際の正解データとして用いることが妥

当か確認するために，「もっと評価されるべき」タグについ

て分析を行い，分析結果をまとめた（表 1，表 2，図 4）．

なお，分析は 2009年 9月 1日から 2009年 9月 5日に投

稿された動画 16,770件を対象としている．表 1 における

「もっと評価されるべき」タグ以外のタグは，ニコニコ動

画公式のカテゴリ分けに用いられているタグである．その

表 1 タグの平均マイリスト数の上位 10

Table 1 The average number of mylist top 10 in tag.

表 2 タグの平均マイリスト数と動画数（表の値は平均マイリスト

数，括弧の値は動画数）

Table 2 The average number of mylist and the number of

videos in tag.

図 4 「もっと評価されるべき」タグの共起関係

Fig. 4 Cooccurrence relation in “would be higher rated” tag.

ため，どのタグもメジャーなタグであるために，マイリス

ト数が高くなっていると考えられる．表 2 ではニコニコ動

画でメジャーなタグである「音楽」「ゲーム」タグを例に，

「もっと評価されるべき」タグの有無とランキングの有無

によってマイリスト数の比較を行った．図 4 では「もっと

評価されるべき」タグの共起関係を分析した．以上の結果

をまとめると，「もっと評価されるべき」タグは i～iiiの性

質を持っていることを確認している．

i. マイリスト数が多い．つまり，「もっと評価されるべ

き」タグが付いた動画に興味・関心を持つユーザが多

いと考えられる（表 1）．

ii. ランキングに掲載されない．すなわち，再生数が低い．

タグが付与されない理由は，ランキングに掲載される
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とユーザが「もっと評価されるべき」タグを削除する

自浄作用が働いているからと考えられる（表 2）．

iii. 特定のカテゴリに依存していない．そのため，社会的

に知られていない動画をカテゴリにしばられず発見し

たいという本研究の目的と合致する（図 4）．

以上の分析結果をふまえまとめると，「もっと評価され

るべき」タグが付与された動画は，興味を持つユーザの割

合が多い一方で，再生数は低いため他の多くのユーザは知

らないといえる．また，どのカテゴリにも使われているた

め，汎用性がある．

我々はこれらの分析結果をふまえて，「もっと評価され

るべき」タグをソーシャルノベルティの動画の分類に活用

できると判断した．なお，「もっと評価されるべき」タグ

が付与されていない多くの動画の中にも，ソーシャルノベ

ルティのある動画が多数埋もれていると考えられるため，

SVRを用いて「もっと評価されるべき」タグが付与されて

いない動画の中からも，ソーシャルノベルティのある動画

を発見することを目指している．

3.2 ソーシャルノベルティのある動画の判定における説

明変数

SVRでソーシャルノベルティの程度を判定するための

説明変数として，「コメント特性」「動画内容特性」「視聴行

動特性」に注目する．本節では，これらの動画の特性につ

いて詳細な説明を行う．

3.2.1 コメント特性

コメント機能はニコニコ動画の特徴的な機能であり，ユー

ザの生の声を表している．したがって，ソーシャルノベル

ティのある動画にはそれを表す特徴的な表現があると考え

る．よってその特徴的な表現を抽出し，動画を特徴付ける

特性として用いることで，ソーシャルノベルティのある動

画を発見できると考える．

ランダムに抽出した動画 10,000件のコメント 7,038,296

件を，Mecabを用いて形態素解析し，tf-idf値の上位 1,000

語をソーシャルノベルティのある動画の分類に活用する．

形態素解析を行う際の辞書には，NAIST Japanese Dictio-

nary，表記揺れ判別用辞書「たんし」，wikipedia のタイ

トルリスト（2011/7/25時点），ニコニコ大百科 IME辞書

（2011/8/4時点，ニコニコ動画でしか使われていない独特

の言い回しに対応）を用いて，特徴的な単語を発見できる

よう工夫した．

3.2.2 動画内容特性

タグ機能もニコニコ動画の特徴的な機能であり，ユーザ

は誰でも好きなタグを作成し，自由に追加・削除を行える．

したがって，タグは，動画の内容を端的に表していると考

えられる．そのため，ソーシャルノベルティのある動画に

は，それと関連するタグが付与されていると考える．よっ

て，タグの頻度と共起パターンを抽出し，動画を特徴付け

る特性として用いることで，ソーシャルノベルティのある

動画を発見できると考える．

ランダムに抽出した動画 10,000件のタグの中で，5回以

上使われているタグを抽出した．それらのタグの中で，頻

度の上位 1,000をソーシャルノベルティのある動画の分類

に活用する．上位 1,000のタグは，5回以上使われている

タグの 91%を占めている．タグについては頻度を分類に活

用した．

3.2.3 視聴行動特性

再生数，コメント数，マイリスト数は，ユーザが視聴行

動をすることで増減する．TV番組における視聴率のよう

に，ソーシャルノベルティのある動画には，それを表す特

徴的な視聴行動特性があると考える．よって，そのような

特徴を抽出し，動画を特徴付ける特性として用いることで，

ソーシャルノベルティのある動画を発見できると考える．

ソーシャルノベルティのある動画は，再生数の割にコメ

ント数が多い，あるいは再生数の割にマイリスト数が多い

と考えられるため，正規化を行う必要がある．そこで，コ

メント率とマイリスト率を以下の式で規定し，ソーシャル

ノベルティのある動画の分類に活用した．

コメント率 =コメント数/再生数 (1)

マイリスト率 =マイリスト数/再生数 (2)

4. 評価実験

「もっと評価されるべき」タグをソーシャルノベルティ

を判定する際の正解データとし，コメント特性・動画内容

特性・視聴行動特性を SVRの特微量とすることで，ソー

シャルノベルティのある動画の発見を行った．発見した動

画を用いて，評価実験を行う．

4.1 実験目的

提案手法によって発見された動画がソーシャルノベル

ティのある動画であることを，実際にニコニコ動画に投稿

されている動画を用いた被験者実験によって明らかにする．

4.2 実験に用いる動画

実験に用いる動画は以下の A～Cの動画である．

A：提案手法を用いて抽出された動画

B：Aと再生数が同程度で提案手法では抽出されなかった

動画

C：ニコニコ動画のランキングに掲載されている動画

Aと Bの動画は，2010年（1/1～12/31）に投稿された

動画 1,789,979件のうち，ランダムに抽出した 1万件の動

画から 10動画ずつ抽出している．Aの動画は，SVR *2に

よる predict値が高く，著作権違反とならない上位 10動画
*2 SVRの結果，Mean absolute error：0.258，Root mean squared

error：0.386 となっている．
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を抽出している．この Aの動画と再生数が最も近く，提案

手法では発見されずかつ著作権違反とならない動画を Bと

して抽出している．なお，この 1万件の動画のうち，「もっ

と評価されるべき」タグが付与された動画は 929動画だっ

た．Cの動画は，2010年のニコニコ動画年間総合ランキン

グの上位 10動画を抽出している．A～Cの動画の再生数

の最小値，最大値，平均値を表 3 に示した．Aと Bの動

画は同程度の再生数を持つ動画であり，Cのランキングか

ら抽出した動画の再生数は Aと Bに比べ大きな値を持っ

ていることが分かる．

本実験の狙いは，「もっと評価されるべきタグ」が付いて

いない再生数の低い動画の中から，ソーシャルノベルティ

のある動画を発見することである．そのため，「もっと評

価されるべきタグ」が付いていない動画から提案手法を用

いて抽出された動画と，提案手法で抽出された動画と再生

数が同程度であり提案手法で抽出されなかった動画を比較

し，「もっと評価されるべきタグ」が付いていない動画から

ソーシャルノベルティのある動画が発見できることを確認

する．また，提案手法とランキングを比較することで，ラ

ンキングのように知られていないが，見たら興味を持つ動

画が発見できることを確認する．

ニコニコ動画では，再生数，コメント数，マイリスト数

ごとにランキングが存在するが，これらの数を総合的に判

断してランキング表示する総合ランキングがニコニコ動画

では最もポピュラーなランキングであると考える．また，

2010年に投稿された動画から Aの動画を抽出したため，

比較対象に用いるランキングは 2010年の総合ランキング

とした．なお，抽出した動画の再生時間は，約 1～15分程

度であり，A，B，Cで極端な再生時間の偏りがないことを

確認している．

4.3 実験方法

実験の被験者として，21名に協力を依頼した．被験者の

属性は，20代～30代であり，性別は男性 19名，女性 2名

である．ニコニコ動画を使用したことがない被験者が 2名

いたが，他の動画サイトは利用していると回答を得ている．

被験者には，A～Cの各 10動画，計 30動画をそれぞれ

最初の 1分程度視聴してもらい*3，認知と興味の程度につ

いて回答を求めた．認知は，どの程度その動画を知ってい

たかをについて，「視聴したことがある」「視聴したことは

表 3 実験に用いる動画の概要

Table 3 The outline of videos in experiment.

*3 明らかに最初の 1分が動画内容と無関係の場合は，著者の判断に
より途中から再生している．

ないが，知っていた」「視聴したことはなく，知らなかっ

た」の 3段階で評価している．興味は，視聴してどの程度

興味が湧いたかを「まったく興味がない」「あまり興味がな

い」「やや興味がある」「とても興味がある」の 4段階で評

価している．動画の提示順序については，A，B，Cの動画

がランダムに出現するようにし，被験者からはどれが提案

手法の動画か分からないように工夫している．

5. 実験結果

視聴したことはなく，知らなかったと回答し，かつやや

興味がある・とても興味があると回答された動画数の合計

を図 5 に示す．また，興味の値の平均値を図 6 に示す．

図 5 においてはライアン法によって，図 6 においては一元

配置分散分析によって，有意差検定を行っている．図 5 に

おいては提案手法によって発見された動画と他の動画間で

1%の有意差を確認している．また，図 6 においては提案

手法によって発見された動画とランキングから抽出した動

画において，再生数が同程度の動画間でそれぞれ 1%の有

意差を確認している．

図 5 から，提案手法が未知かつ興味の値が高い動画を多

く発見できていることが確認できる．図 6 から，提案手法

が，ランキングと同程度に高く興味を持たれる動画を発見

できていることが確認できる．

図 5 未知かつ興味の値が高かった動画数（n=21, **p < 0.01，ラ

イアン法により検定）

Fig. 5 The number of unknown and no interested videos.

図 6 興味の値の平均値（n=21, **p < 0.01，一元配置分散分析に

より検定）

Fig. 6 The average of interested value.
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6. 考察

本章では，提案手法の有効性およびソーシャルノベル

ティのある動画を発見することの効果，本研究の限界につ

いて考察する

6.1 提案手法の有効性

図 5 の結果から，提案手法が未知かつ，興味の高い動画

を多く発見できていることが分かる．図 6 の結果から，提

案手法によって発見された動画は，ニコニコ動画ランキン

グで上位の動画と同程度に高く興味を持たれる動画である

ことが分かる．このことから，提案手法がソーシャルノベ

ルティのある動画を多く発見する手法として有効であると

考える．

3.1節で示したとおり，「もっと評価されるべき」タグが

付いた動画に興味・関心を持つユーザは多いと考えられ，

「もっと評価されるべき」タグのみでも，ソーシャルノベル

ティのある動画の発見に寄与すると考える．「もっと評価

されるべき」タグがなく predict値の高い上位 30動画*4を

抽出し，それと視聴回数が同程度の「もっと評価されるべ

き」タグが付いている 30動画と，「もっと評価されるべき」

タグが付いていない 30動画のマイリスト数を比較した．

その結果，predict値の高い上位 30動画は平均 58.9，もっ

と評価されるべき」タグが付いている動画は平均 56.4とほ

ぼ同等であったのに対し，「もっと評価されるべき」タグが

付いていない動画は平均 37.2と低い値となった．このこ

とから，提案手法は，「もっと評価されるべき」タグと同様

にソーシャルノベルティのある動画の発見に寄与すると考

える．提案手法の優位点は，「もっと評価されるべき」タ

グが付いていないにもかかわらず，ソーシャルノベルティ

のある動画の発見できることである．これにより，自動的

にソーシャルノベルティのある動画を発見することができ

る．このことは，ランキング等に入らず埋もれてしまう動

画の発見につながると考える．

6.2 ソーシャルノベルティのある動画の効果

本節では，ソーシャルノベルティのある動画を提案手法

によって推薦する利点を，動画の投稿者と視聴者の立場か

らそれぞれ述べる．

動画の投稿者の立場では，自身の投稿した動画がマイナ

なカテゴリであった場合や，たまたまランキングに掲載さ

れることなかった場合に，提案手法によって推薦されるこ

とで人気が出て再生数やマイリスト数が伸びる，あるいは

多くのコメントが付与される場合が考えられる．投稿者に

*4 被験者実験では，著作権侵害の恐れがある動画を除外したため，
実質的には 29 位（predict 値 1.32）の動画を視聴動画として用
いている．当該動画は，ソーシャルノベルティのある動画として
選択されている．そこで，30位（predict値 1.31）の動画を加え
比較対象としている．

とって，自身の投稿した動画の再生数等が伸びることは，

投稿者の満足度の向上につながると考えられるため，投稿

者にとって提案手法は貢献できると考える．視聴者側の立

場では，これから盛り上がっていく動画を他のユーザに

先駆けて視聴することで，“他のユーザにおすすめ動画を

紹介できるユーザ”となる．インターネットの世界でのコ

ミュニケーションに限らず，オフラインの世界でのコミュ

ニケーションを行うきっかけにもなり，コミュニケーショ

ンをとることが苦手だがコミュニケーションをとりたいと

考えるユーザにとって有意義であると考える．また，まだ

盛り上がっていない動画がソーシャルノベルティのある動

画として推薦されるため，ユーザはこれから一緒に盛り上

がっていくことができる．ニコニコ動画を「動画を介した

コミュニケーションを行うサイト」ととらえると，一緒に

盛り上がっていくことによってコミュニケーションが生じ

ることは，コミュニティの活性化を促し，ひいてはシステ

ムの活性化にもつながってくるという利点があると考えら

れる．実際にニコニコ動画で推薦システムとして運用する

ことを考えると，ソーシャルノベルティのある動画推薦と

ランキングによる動画推薦とノベルティのある動画推薦は，

それぞれ推薦する動画の性質が異なる．そのため，ユーザ

ビリティの観点から，これらの推薦システムは並列して用

いることが望ましいと考える．また，ニコニコ大百科（仮）

の動画紹介等，外部サイトへの掲載も考えられる．ニコニ

コ大百科（仮）等で紹介される動画は，ニコニコ動画のラ

ンキングを変化させる動画として機能することがあり，コ

ミュニティの活性化を促すと考える

ソーシャルノベルティのある動画は，ランキングに飽き

てきたニコニコ動画ユーザに対して，特に有意義な推薦シ

ステムであると考える．なぜなら，ランキングではありき

たりな動画が掲載されがちであるためである．特に，利用

頻度の高いユーザにとって，この傾向は強いと考えられる．

6.3 本研究の限界

研究の制約として，本研究では「もっと評価されるべき」

タグを正解データとしてソーシャルノベルティのある動画

を発見したが，他の正解データを組み合わせて用いること

を検討していく必要があると考える．「もっと評価される

べき」タグはカテゴリに依存することなく用いられている

タグであったが，ほかにもこのようなタグの存在を確認し

ている．たとえば，「もっと再生されるべき」タグや「本当

にもっと評価されるべき」タグ等が該当する．また，特定

のカテゴリに依存していながら，ソーシャルノベルティの

ある動画を発見するために有用と思われるタグの存在も確

認している．たとえば，「もっと浄化されるべき」タグは，

テレビゲーム「エルシャダイ」シリーズに特化しているタ

グである．タグだけでなく，動画のタイトルや説明文に含

まれるテキストデータも組み合わせて用いることで精度の
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向上を狙いたい．

2つ目の限界として，対象がニコニコ動画に限定されて

いることがあげられる．他の書籍検索サイトや音楽サイト

においても，訓練事例を設定できれば，本提案と同様の手

法でソーシャルノベルティのあるアイテムを発見できると

考える．通常のサイトでは，「もっと評価されるべき」タグ

のようなフラグが存在しないため，どのようにフラグを立

てるかが課題となると考える．

3つ目の限界として，被験者の年代のほとんどが 20代で

あることがあげられる．ドワンゴによれば，ニコニコ動画

の利用者は 10代 19.6%，20代 44.1%，30代 21.6%であり，

被験者の年代を考慮して実験を行う必要がある [18]．最も

利用者の多い 20代を対象に実験を行っているとはいえ，他

の世代においてもソーシャルノベルティのある動画が推薦

可能であるか検証する必要があると考える．また，被験者

の男女比に偏りがあることも問題である．ニコニコ動画の

利用者の 3分の 1は女性であり，被験者の性別を考慮して

実験を行う必要がある．今回の実験に用いた動画のジャン

ルは，エンタメ，歌ってみた，動物，音楽，VOCALOID

等であり，性別による大きな影響はないと考えるが，性差

による影響は検証できていない．今後，異なる推薦対象・

多様な年代・性別の被験者に対して本研究の結果の比較を

行うことで，推薦するアイテムや年代・性別による違いを

分析していきたい．

4つ目の限界として，本手法の有効範囲の確認があげら

れる．被験者実験を用いたため，視聴できる動画数に制限

があった．そのため，predict値がどのくらいのものまで，

実用上有効なのかを確認することはできていない．また，

6.1節で行った提案手法で抽出した動画と「もっと評価さ

れるべき」タグが付いている動画の比較についても，マイ

リスト数の比較にとどまらず，利用者の直接的な評価が望

ましい．被験者の負担にならない検証方法の検討が今後の

課題である．

7. 結論

本研究では，「社会的に未知であるが，推薦されて興味

を持つ動画」をソーシャルノベルティと定義し，そのよう

な動画を発見するための手法を提案した．さらに，提案手

法の有用性を明らかにするために被験者実験を行った．実

験結果から，提案手法を用いることで，ソーシャルノベル

ティのある動画の推薦が行えることを示した．

今後は，よりソーシャルノベルティの高い動画を発見す

るために，コメントやタグの特徴後の抽出に工夫をしてい

きたい．具体的には共起関係の解析や主成分分析を行うこ

とで，精度の向上を目指したいと考える．
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